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　2017年10月、山形市のユネスコ創造都市ネットワー
クへの加盟が認定された。日本国内では通算８都市目、
映画分野では初の認定となった。
　昨年で15回目の開催となった「山形国際ドキュメン
タリー映画祭」をはじめ、「山形フィルム・コミッショ
ン」による映像作品の誘致や地元大学で行われている
映像教育など、山形市には映像文化が強く根付いてい
る。このような文化芸術活動の盛り上がりが魅力ある
まちづくりへとつながっていく。

 
　創造都市という言葉を聞きなれない方もまだ多い
のではないかと思う。これは、地域を持続可能なも
のとするため、地域に存在する特色ある地域資産や
文化芸術活動をベースに、まちを活性化しようとい
う取り組みである。
　グローバル化の進展により、固有文化の消失が危
惧される中、ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）
は、文化の多様性を保持するとともに、世界各地の
文化産業が潜在的に有している可能性を、都市間の
戦略的連携により最大限に発揮させる枠組みが必要
であるとして、2004年からユネスコ創造都市ネット
ワーク事業を開始し、７分野（映画、食文化、音楽、
文学、クラフト＆フォークアート、デザイン、メディ
アアート）において、世界で特徴ある都市を認定し
ている。
　山形市は、昨年６月にユネスコ創造都市ネット
ワークの映画分野での加盟申請を行った。このたび
の申請は２度目となったわけだが、前回認定に至ら
なかった原因をしっかり分析し、また、私自らパリ・
ユネスコ本部に出向き、関係者と直接情報交換を行
い、それらの内容を反映させ、申請を行ったもので
ある。
　そして、昨年10月31日（パリ現地時間）、山形市は
ユネスコ創造都市ネットワークへの加盟が認定され
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た。ネットワーク加盟の認定は、日本国内では８都
市目となり、映画分野では初の認定となった。

山形市の多種多様な文化について 
　まずは、申請分野である山形市の映像文化につい
て述べてみたい。山形市制施行100周年記念事業とし
て1989年にスタートした「山形国際ドキュメンタ
リー映画祭」は、隔年で開催しており、昨年で15回
目の開催となった。国内はもとより、海外でも高い
評価を得ており、国内外からの参加者が２万人を超
える映画祭へと成長を遂げている。そして、全世界
から集積されたドキュメンタリーフィルム約１万５
千本が収蔵されているフィルムライブラリーには、
世界の「今」を写す貴重な資料を求め、国内外の映
画人や研究者が訪れている。
　また、「山形フィルム・コミッション」は、映像作
品の誘致や撮影支援を通し、観光の振興や地域の活
性化に大きく貢献している。最近では「３月のライ
オン」といった話題作や海外作品の誘致にも成功し
ている。
　さらに、昨年で13回目の開催となった「山形国際
ムービーフェスティバル」は、若手の映像制作者に
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現在の認定数180都市（うち、64都市が今回認定）

日本国内
　デザイン　　　：神戸市 （2008）、 名古屋市 （2008）
　クラフト&フォークアート
　　　　　　　　：金沢市 （2009）、 篠山市 （2015）
　メディアアート：札幌市 （2013）
　音楽　　　　　：浜松市 （2014）
　食文化　　　　：鶴岡市 （2014）
　映画　　　　　：山形市 （2017） 

映画分野：ブラッドフォード （イギリス）、シドニー
（オーストラリア）、釜山 （韓国）、ゴール
ウェイ （アイルランド）、ソフィア （ブルガ
リア）、ビトラ （マケドニア）、ローマ （イ
タリア）、サントス （ブラジル）

今回認定都市　→　山形市、ブリストル （イギリス）、
ウッチ （ポーランド）、青島 （中
国）、テラッサ （スペイン）
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制作と上映のチャンスを与える場となっているほか、
「東北芸術工科大学」や「山形大学」では、映像につ
いての教育が施されているなど、山形市の映像文化
を育む環境は大変充実している。
　このほかにも、山形市には素晴らしい多種多様な
文化芸術がある。このたびの認定は、映像文化の評
価だけではなく、他の分野、例えば「山形鋳物」や
「山形 打 

うち
 刃  物 」に代表される伝統工芸や「いも煮」な
は もの

ど特色のある食文化、プロオーケストラの山形交響
楽団に代表される音楽活動、東北芸術工科大学が核
となるアート・デザイン、地域に根付いた茶道や華
道文化など、さまざまな文化芸術活動があること、
そして、それらを活用したこれからのまちづくりの
可能性が高く評価されたものであると考えている。

今後に向けて 
　今回のユネスコ創造都市ネットワークへの加盟認
定は、決してゴールではなく、未来の山形市を築い
ていくスタートラインにようやく立ったものであり、
これから、山形市独自の取り組みや他のネットワー
ク加盟都市との交流事業などを戦略的に展開してい
く必要があると考えている。
　山形県内では、鶴岡市が先に食文化でユネスコ創
造都市ネットワークに加盟しているが、国内で同じ
県に２つの認定都市が存在するのは、兵庫県と山形
県のみである。
　山形市にも古くから特色ある食文化があり、鶴岡
市も映画撮影が盛んに行われているなど、映像文化
が根付いている。両市には、古くから文化芸術活動
が育まれる環境が整っており、食や映画以外にも多
種多様な文化芸術や地域資産があるため、「山形市」
「鶴岡市」というそれぞれ単体としてではなく、両市
が連携して活動していくことでスケールメリットが

生まれ、事業展開やPRに厚みが増し、観光や産業の
振興につなげていけるものと期待している。
　創造都市は、市民一人一人が主体的に、そして創
造的に活動していくものであるため、この創造都市
の取り組みは、行政だけではなく、市民や事業者な
どと一体となり進めていかなければならないと考え
ている。
　今後は、映像文化を基軸とし、多彩で豊富な文化
資産、さらには自然・歴史などを含めた地域資産を
連動させるとともに、ネットワーク加盟都市などと
の交流を交えながら、山形市の文化芸術活動をさら
に盛り上げていき、魅力ある山形市のまちづくりに
取り組んでまいりたい。
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